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Abstract (Aim, Use
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キラターゼはポルフィリン類に２価金属イオンを挿入する酵素であり、それぞれの
キラターゼ酵素に置いて、利用可能な金属イオンには選択性がある。そのうち、ニッ
ケルを利用するキラターゼは唯一古細菌のCfbAが知られているが、なぜCfbAのみ
ニッケルイオンを使えるのか、その構造基盤はほとんど明らかとなっていない。そ
こで、本研究では、本来ニッケルを使えないSirBキラターゼに、CfbAの活性部位を
模倣した変異を導入することで、ニッケルを利用可能な人工キラターゼを作成でき
るかどうか検討し、ニッケル利用のための構造基盤について明らかとすることを目
指した。その研究における重要な点として、作成したSirB変異型が変性状態でない
かどうかを調べる必要があり、今回、CDスペクトル測定による立体構造の安定性
と活性の関連性について評価した。

実験
Experimental

精製したSirB変異型を50mMリン酸ナトリウム緩衝液に様々な濃度で調製し、1cm
光路長の石英角形セル、200-350 nmの領域で、温度を20℃または25℃に設定し、
CDスペクトルを測定した。

結果と考察
Results and Discussion

単変異型の２種のSirB変異型は、どちらもSirB野生型とほぼ同じCDスペクトルを示
し、変性していないことを確認した。これに対し、単変異型の変異を同時に導入し
た二重変異型のSirB変異型は、野生型と異なるCDスペクトルを示し、部分的に構造
変異が起きていることが示唆された。
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